
 

                             

 

 

 

第７０回 卒業証書授与式 
３月３日(火)、第７０回卒業証書授与式が挙行され、３年生２３５

名に卒業証書が授与されました。 

この度の卒業証書授与式は、新型コロナウイルス感染防止のため、

代表として出席された三浦祥子３学年ＰＴＡ委員長以外の卒業生の保

護者の方、来賓の皆様、土田有馬生徒会長以外の在校生の出席がない

中で、式の内容も簡略化するなど、従来とは異なる形式となりました

が、例年と同様に厳粛な雰囲気の中で行われました。 

各クラスの代表に卒業証書が、学校賞・特別賞を受賞した生徒に賞

状がそれぞれ佐藤俊一校長から授与された後、佐藤校長は式辞の中で、

卒業生が在学した３年間は平成と令和の２つの時代を跨ぎ、本校では

「探究型学習」をキーワードに改革を始めた時期にあたるとし、この

学年を新時代山東のパイオニアの学年であったと称えました。また、

今後、社会は既成のマニュアルが通用しない、解のない局面が多くな

ることが予想されるが、その局面を打開する際には本校の「課題型学

習」で培った自ら課題を見つけ解決しようとする態度、主体的、対話

的で深く学ぼうとする姿勢が大切になるとし、たくましい学びの主体

であり続け、その学びを生かして、地域、日本そして世界の未来の創

り手となり、社会を支える人間になってほしいと卒業生に期待の言葉

を伝えました。さらに、人と人との心の通い合いを大切にし、生身の

言葉と態度で人同士のコミュニケーションがとれる人間になってほし

いとし、「人は『ありがとう』の数だけ賢くなり、『ごめんなさい』の数

だけ優しくなり、『さようなら』の数だけ愛を知るのです」とはなむけ

の言葉を贈りました。 

続いて、在校生代表の土田有馬君の送辞に応えて、卒業生代表の長

澤パティ明寿君が答辞を述べました。その中で、３年間苦楽をともにし

た仲間との日々を決して忘れないとし、高校生活を支えてくれた保護

者、同窓生、先生方に対し感謝の言葉を述べました。そして、本校の大

先輩である国際連盟常設国際司法裁判所所長を務めた安達峰一郎氏の

「山河我を生むの鴻恩に報いん」の言葉を引用し、高校を卒業後、様々

な場所に活躍の場を移しても、故郷山形のことを常に心に留め、「心に

山形を、視野に世界を」をモットーにこれからの人生を歩んでいくこと

を誓いました。 

式終了後、卒業生は、卒業担任団の先生方を始め全教職員の拍手に

送られて、思い出が多くつまった学び舎を巣立っていきました。 

なお、第７０回卒業生の会名は『令明(れいめい)会』と決まりまし

た。会名の由来は裏面をご覧ください。 

令明会の皆さんの今後の御活躍を心より祈念いたします。 
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春休み中の部活動について 
 春休み中の部活動については、新型コロナウイルス感染防止の観点から、実施にあたっては十分に対策を

行うこととしております。つきましては、生徒の皆さんも下記の点に留意して、部活動に参加してください。 

① 風邪や季節性インフルエンザ対策同様に一人ひとりが手洗いや咳エチケットなどの通常の感染症対策

を講じること。 

② 自宅を出発する前に検温を実施し体調を把握すること。発熱（37,5℃以上）や風邪症状のある場合は参

加しないこと。 

 ③ 活動中に体調に異変を感じたら、すぐに活動を中止し顧問に知らせること。 

 ④ 登下校中は人混みを避けた行動をとること。  
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４月行事予定 

８(水) 新任式 始業式 入学式 

９(木) 対面式 学力考査① 

10(金) 学力考査① 新入生研修(校内) 

11(土) １年スタディサポート 

13(月)～14(火) 新入生研修（入門合宿） 

13(月)～17(金) 応援歌練習 

15(水) 生徒会各種委員会  

17(金) 身体計測 全校応援練習 

18(土) 野球東南定期戦 

23(木) ＰＴＡ運営委員会 

24(金) 生徒総会 

25(土) ３年進研記述模試 

    ３年プライムステージ模試 

29(水) 午前授業 ＰＴＡ総会 

校長室から 
この「校長室から」のコーナーを設けたのは、平成29年

の 11 月号からです。あのときは神奈川県座間市で発生し

た連続殺人事件の被害者に、高校生が3人含まれていたと

いうことを知り、是非校長自ら保護者の方に語りかける場

がほしいと思ったことがきっかけでした。 

今は、新型コロナウイルスという見えざる脅威を前に学

校として何ができるのかが問われています。学校は子ども

たちの安全・安心を確保しながら、健やかな成長を促すと

いう基本スタンスは変わりようがありません。現下におい

て教育目標の実現のためには、より一層ご家庭のとの緊密

な連携・協力もと模索を続けるしかありません。引き続き、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 最後に、私は今月末で退職になります。大きな課題を前

に学校を去ることには忸怩たる思いですが、何卒ご容赦く

ださい。これまでのご厚情に心から感謝申し上げ、山東の

更なる発展を祈ってあいさつとします。 

校長 佐藤 俊一                            


